
４．（２）これまでの経緯と策定スケジュール（案）について 

金剛地区は、昭和４０年代に旧日本住宅公団（現ＵＲ都市機構）が、土地区画整理事業により開

発し、良好な住環境を備えたまちとして発展してきましたが、まちが誕生してから約半世紀が経過

し、人口の減少や少子・高齢化、施設の老朽化等の課題が顕在化しています。 

本市では、これらの課題を解決しながら、地区に新たな活力や魅力を創出し、だれもが安全･安

心･快適に暮らし続けることができるまちとするため、地区活性化の取り組みを進めています。 

 

■これまでの取り組み H24～H26 年度 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

■現在の取り組み H27 年度～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「指針策定協議会」

の設置 

市素案の作成 住民の意向把握 

「金剛地区再生指針」の策定 

※H26 年度に市が作成 

（平成 24 年 11 月） 
■庁内研究組織「金剛地区

活性化研究会」を設置 
作 成 

（平成２７年３月） 
■ 『「（仮称）金剛地区再生指針」策

定に向けた素案』（市素案）を作成 

アドバイス等（平成 26 年度） 
 

■「金剛地区まち再生に向けた提言書」（平成 26 年 3 月） 

金剛地区まち再生研究会 
（学識経験者） 

地区活性化に向けた市の考え方や市の視点で思い描いたまちの将来像を 

整理した『「（仮称）金剛地区再生指針」策定に向けた素案』を作成。 

これまでの成果等を踏まえ、更に住民等の視点を 

取り入れた「金剛地区再生指針」の策定を目指す。 

 指針策定に向けた具体的な協議に先がけ、住民の皆さんをはじめとする関係主体

の意向把握や課題の共有、まちづくりへの住民参加を促すこと等を重視した取り組み

を進めてきました。 

資料３ 



■金剛地区再生指針策定スケジュール（体系図） 

 

 

 

 

 

 

市（事務局）

意見交換会 

（H28 年 4 月～、4 回程度） 

町会（自治会）等 市 

指針策定協議会 

（H28 年 6 月～、 

     4 回程度）

まちづくり
推進課 

地区内の全町会(自治会)

17 団体 

事業者・団体等ヒアリング 

（H28 年 1 月～随時） 

協力依頼 

（H27 年 11 月） 

広く住民の意向等を把握す
るため、町会（自治会）等を
５つのグループに分け、ヒア
リング調査を実施。 

ＵＲ都市機構 

南海電鉄 

意見交換会の参加者 32 人を選出。 

福祉事業者 

商業、住宅(不動産)等 

地域活動団体 

PTA、民・児委員等 

その他 

高辺台 

3 団体 

久野喜台 

3 団体 

寺池台① 

4 団体 

※寺池小校区

寺池台② 

6 団体 

※伏山小校区 

ＵＲ賃貸 

1 団体 

町会（自治会）等グループヒアリング（H28 年 1～3 月、各１回）

策定協議会の市民委員として５人を選出。 

策
定
協
議
会
に
参
加
（
８
者
程
度
）

事業者・団体等視点による意向
等を把握。 

 

パブリックコメント 

住民の意向等を指針に反
映するため、テーマ別に議
論を深める。 

指針策定に向
けた協議。 

（H29 年 1 月～2 月）

金剛地区再生指針策定 

（H29 年 3 月） 

学識経験者（2 人）

アンケート調査（12 月）

シンポジウム（H28 年 3 月） 

20 歳以上の地区住民
1000 人が対象 

学識者の講演、ディスカッシ
ョン等 

情報共有 


